
活動最終年を迎える組織の事務作業に
ついて



活動最終年の組織が作成する書類

①地域資源保全管理構想（4月上旬提出）

※活動最終年度の5年目

②新しい活動計画書（6月上旬提出）

※活動を継続されない場合は前年度の8月までに、
市にご相談ください。



必要な提出物ついて

・これまでの活動まとめ・振り返り
・将来に向けた課題の洗い出し

・新たな活動スパンでの実施計画
・活動内容の決定

地域資源保全管理構想

新しい活動計画書



①地域資源保全管理構想
・それぞれの地域で守ってきた農用地や水路、農道等の地域の資源を将来にわたっ
てどのように引き継いでいけばよいのかを構想としてまとめたもの。
※活動5年目を迎える組織は必ず作成する必要があります。

地域資源の適切な保全管理のための推進活動 地域資源保全管理構想

※日々の活動を基
に、集落で話し合
いながら作成

※記入例については、活動の手引きを参考にしてください。



新しい活動計画書（６月上旬提出）
活動最終年度を迎え、その翌年度以降も活動を継続する組織は、新規組織と同様
に事業計画書（活動計画書等）の作成が必要です。
※ゼロから作成する必要はなく、これまでと同じ部分は新しい様式に書き写して
ください。
※様式は市のHPからダウンロードできます。


